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　　　　　§ t． 序 　 　 　 　 　 　
’
　 一

　　　　　　貫
一 d 相 互 作 用 の 」鸚 渝は ， 次 の 二 つ の 研 究 に よ り ， 事情 が 大 分明 に な っ た

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1）
　　　　　と思 わ れ る 。

一
つ は ， Na 黙 oka 　に よ る 2

’
時 聞 グ リー

ン 函 数 の deoo “ Pling
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2）
　　　　 万 程 式 の 厳密 解 が 得 られ ． そ れ に よ る 帯磁 率 ，

エ ン ト ロ ピ ー
等 の 計算 に よ り ，

｝

　　　　 逆 に こ の 解が 0 ° K で どの よ う な状態 に 対 応 し て い る か が 次 第に 明 に な りつ つ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5）
　　　　　あ る 。 も う

一
つ は ， Yoshj ｛nori − Y ぐ虐 良da に よ 添 1nost 　 divergence の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4）
　 　　 　 範 囲 で の ○

° K で の Yo 鋭 da 運 論 の 完 成 が な き れ た 事で あ る 。 ＄uh1 の 散乱

　　　　 理 論 に よ る扱 い と ， 卜記 の 二 時 間 グ リ
．一

’
ソ 函数の 扱 い と は ， 結 梨 に 於 て 可成

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ε）6）7）
　　　　 の 類 似性 が 認 め られ る 。 　 著 者 ど し て は ， 二 詩

．
濃グ

iJ 一
ソ 藪 数 cr：〕解 の 0

°

K
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒ
　 　　 　 の 状 態 が ， 渠 し て 鱒 3ida 丿璽論  ∫） 虹 ngl 晒 grou 癒

＿ s もate を 表 し て い

　 　 t　　 る か 否か とい う事を ， 顎穴 な 問題 と考 え る 。

　 　 　 　 　 　こ こ で は ， Yo 講 d α 厘 論 に 燕 つ い た 搬 い を なす 。

　　　　　 先ず， Y ⊂心 id ユ 理 龕の 状 態 を 基 に し て ，
　 T ．一 黒 tr コx に 対 ず る方 程 式 を ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8）
　 　　 　 導 出 す る 。 そ れ に よ り ，

c）° K の 電気抵 抗 の 計算 を 試 み ろ 。 次 に ，
　 Nakaj 　iM ・E，

　　　　 の 典常 グ 1；一 ン 函 数め 扱 ギ・ に ，
1ユOrmal 部 分の 寄 与 を 含 め た と 怒わ れ る

　　　　　T − 　mp．　tr　lx に 対 す る 式 を提 案 す る s こ の 方程 式 は ，　 O
°

K で は 本 質 的 に ，

　　　　　ヒ述 の Yo 磁 da
「
理 論 に 基づ く T − 1照 慧 x の 式 に 移 行す る 。

　　　　　　T −
mn 　br　lx の 式 を定

1
瞳1臼に 近 似 し ，　 T 》 7k ．

（異 常 漏 度 ） と T ：「− 0
°K

　　　　 の
・
間 を 結 ぶ 電 気抵 抗 ， 帯磁 率 に 対す る肉 挿 的 有隈 温 瞹 の 式 を提案す る か

　　　　　 結 論 と し て ， ．
エ ネ

』
）tr ギ L 変数が 小 さレ・時の 丁 二 matf 撲

”
の 解 析 杓 形 よ り ，

　 　　 　 温 度 で 接続 した s・t！　h ．1 の 解 と二 時 間 グ リー
ン 函数 の 解 は ， singlet 　 gr 。 UTId

　 　　 　 　 staLe と は 別 な 状態 に な っ て い る と想 わ れ る 。

　　　　　　こ の 小 論 の
一 部 は ，可 成 粗 っ ぽ い 事を し て お り， そ の 点は ， 問 題 の 難 し ざ

　　　　　に 免 ．V て ， かん べ ん し て 頂 ぎ度 い 。
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§2．　o ° K に 於け る T − matri ＞〔 め 方程 式

　 Q
°

K に 於 け る Yoslda 題 言侖の ，s　i ］，1．gユ P．・t・1：　c　und ・3ta
』Le を ！B ＞ で 表 し ，

そ の 、噸 ・・y を ％ と す る ・ こ 哩 底騰 よ り＋ 勲 熱 た ・β1に ・ 灘 賦 電

一1二 ．ス ピ シ σ の 電 子 が 入射 し て 来 た ．（ま た は ou 嬉 oing ）状 態 よ り 作 られ る 散

乱状 態 は 次 式 で 与 え られ る 。

　　　　lk，
・露 ・瀞 〉 ＋ σ 。

・ ・
ド
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鱗
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ξ轡 F 慌 ．ご1腿 ・ 鱒 点 と と ・

・た band 　 ene 瑞 y で あ る 。
〜fは 桑 ハ

．
ミ ル トニ ア ン

，
，fif
’．t

は 電 干 と 局在 界 ピ ン

．の 相 互作用 ハ ミ
．
．ル ト ニ ア ソ で あ る。 そ の

．
租 互 作 1．i｛は ［ノi ＄ S と と る 。 零 は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

．．概
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、
較 5
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δ 旺
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　 k　＞ kLrr
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ノ

＞ kF 　
．
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1−一

！zo．しrilx 　ilま
．

　　　
”
・TJg　’　a ・ げ く ・ ・鴇趣 ・

。
，

、
吟

　 　 　 　 　 　 冫

　 　 　　 　 　　 　 　　 ！　　　 十・　　　　　　　 十 　　　
．
1

　　　　
《 B 隔 灘 茜 み

’
・

”　i　’
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・

・

導 耳搭砺
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・
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．・．．・．．．．．　・・・・・・…　幽．・．　．・層．．「幽．．．　（2L　2 ）

飢 偏 三 桝
・

、，〕論 ・ 詳 〔・碗 ・’ 

　．．〈
81 倒 ’〜〉 一

．
・ 磁 ・ （2・2 ） の 右 ・鵬

一
腿 蘿 ・ る ・ ．　 ． ．

　 　18 ＞ を電 子 （2．ttt・F　1 ）け の 状態 とす る
’．

。 　（22 ）．の
’
宿辺 第 二

， 第三 項 の 中

隙 憾 に は ， ノ田 6ジ むは （2醒 2 ） の 1應 ．
， 1

＋
lii＞ ．

に は 頒 の 状 態 を 語
・

一 ・ 即 ・ tV 　−e・2）・

警
・

万i窰漏 轄 〉 ・i・　）．　iCF）’

（2　’Yl）の 臆 と し て は

琢詫戸・ ，1，・ ・ ％ ・
め （たd ・ ）の 散 舌1・状撚 午

さ れ る ・ し か し ・ ．・．の ．よ う 轍 乱 こ1燵 で勘 ．さ れ 徽 い 中1褓 態 が （2N ）

け の 贈 ・ 生 拓 ・ 琳 紳 ・脚 紳 硝 ・
、

〉
．働 す ・　 1・ti＞

は 庵 子 赫 er ・・ i 髄 充鵜 ・p ・… の 鯉 とす ・ 。
・

，

米
は げ 礁 の

　6pinon の 生 成 演算子 と す る 。 こ 賊に 掘 覃作 用を 断 熱的 に 入 れ
．
た

．．
nor 識 al

　gr 。 und 繍 錨 e を 腫 r
γ

〉 とす る 。 ．こ の 巨聾〉 は 敬乱 状態で 表 わ さ れ な い 。
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”
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Fig （1・）

な 蕨 嬬 別 撫 す 越 で
軽

・ ％ は ・

eユ er 鯉 で ある 。

　　　　・ r 〈 BI （Ee’t ”f） ・ 誌鴎 〉 一 ぐ 耋；｝隔 （％裾 ）1．e ＞

よ り ，

　　　〈 召臨 。
「Ψ r

〉 ：一：一〈 ・痛 隆 ・

，
〉 （・

バ ％
一ξ

・） ・ 一 ．・ ・（・ ・）

　　　〈 勤 詰吟 一 〈 塾 ・。
YB＞ （・ガ  

・k ）

を 得 る 。

　　　〈
　　　米
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， 陽 〉 三 ・ （・、
・ ・ わ ／ （ξゼ （・

−

B
− E

，
）） ・・ 一 ．・．（・・）

の 記 号を 胴 い
．
る と ， 次 式 を 得 る ．

　　　　　　　　　△
＋
（・9k σ 7

　 　 ，

）A （ξ
た・ ・

’
・）

　　　　　　　　　　　
− t−

　　　　　　　　　　　
一一一一一t

　　
．
　

・・
し
・．
∵：
・…　

「「・一・・・・・・・・・・・…
　：∵　（2・ろ）　　　　（2．5 ） ＝ X

　　　　　　　　r 　 ξk
””（」1’R

− Eg ）

．
｛B−　L ， こ こ で 物脚 卜 順 ・ i・ ρ糠 ξ

卑
＝

％ を 恥 た ・A （22 ）の 第

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十

二 ， 第三 項 の 他の 中蘭状態 と し て ，
Glew − ！ow 近 似 の 1　k，σ 〉

一一
で 表わ さ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一 110 一

　 　 　 　 　 　 　 s
− d 相互作 用 に つ い て

　 F19 沼 に
， （21V）け の 散乱 状 態

を 図式 的 に 善い た 。

　 こ の よ うな 状態 は ，
21Y けの

nOr ぬ l　 ground 　 sta 　te を 企 ん で

い な い 。 1町 〉 な る 状熊 は ・ targe ち

s 頓 鵠 と し て の み 意 昧を 有 し ， 散 乱

状 能 に は な ら な い 。 即 ち ， （2．2 ）の

右 辺 第 二 項 に 。
1
中 聞状 態 を 入 れ た 時

生ず る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 、

ダ
〈 ：B1・偏 階 〉

ワ蕎滞
　 　 　 　 　 　 十

．

　　　ぐ 剛 瑠 。
・ IB ＞ ．「「 （2・5 ）

　 nor ｛ヨal 　 gr
「
ou 三：Ld ・st．at ・e の
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れ る状態 の み を と る 近 似を 採 用す る 。 　（
．
更の 近 似 が 黙 認 され て い る が ， それ

に つ い て は ， こ の 節め 最後 に 述 べ る 。 ）

　従 っ て ，
Physica ユ T − matrix は 次 式 で 与 え られ る 。

　　　
「

卿
ゐ … ）冨 ・・

贖
・

σ
’ ≠誕 ，

・・

　　　　　　　　 〜 　　　　 来 　1　　 〜 　　　　　k ＞ leF

　　　　
＋

謬
7
婦

’

σ
’

  孫
丁
溜 σ

〃

，

k ・ （・
’
〉 ・ρ 　

囲

　　　　　　　　　　　　 A
’
ト
（ξ

ん
・ ・ ）△ （ξ／，

・
’

・）
こ こ … y

…  
ニ

ヂ
ー｝

帯 覊 署 ア
…

　 　 丿
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

も し も ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 来
・
　

．
来　 　 　 　 　 　 　 米

　　　く 4　］　 c‘
k。 鴎 〉 ヰ 〈 911　1　ak

。

a
）
一 ％ 〉 　 　 　 　 　 （28 ）

な らば ，

　　　 △ （ξ
斥

；σγ ）　　　　　　　　　　　　
’
　

・
　　 σ r

　　マ 購 厂
鋼 ξ

1
） （；

目
び煽

　
噛

　
囲

であ る 。 こ こ に f
”
（ξk ）ば ， Y 〔博 ida 増！論 で 燭 用 の 聰 1瓢 d 轟 ご坑 g 中の

A 照 〕ユ茸 ud ・・ を 表わ ず 量で あ る ユ

　 （2．3） の 近 似 の 吟 li頼ま
， 後で 述 べ る 。

　 Y
．
oshimori −− Y

．
esi ／da ｛二 よ れ lt

”
，

　　　　　　　　　　　　　 Vc

　　　脚 蒄 曜ll霧、〕u 琳 幽 ，1バ ・

笋
・
）
÷

（2’IG）

で あ ・ ・ （ρ
1鴫 ・ ρ ・ … t… n ・・ it ・f ・ ・ f） ・

鯛 ・P ）、

C は normallzation 　 OOIIsta ロ も で あ る 。 蜘 S 七 一 divergenoe の 1；丘似 で

は C
− 1

は 発 散す る が ， 幸os ！］imori ．： YDsida の 論 文 で は 疑 わ し い と し て い

る 形 ，

ci　
1

一 瞬 ）），ρ1 ，、≒・

・ ． 一 ）

耐
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舜

L

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s
− d 相互 作罵 に っ い て

を採 用す る 。 即 ち next −
．divergence を 考 慮 し て も ， （2．11 ）の 形 に ， 規

格 常数 が 求 ま る もの と仮 定 す る 。
δ は humerical　 o 。 ns 七ant （鳶なに 用 い た

疋 の 微少 量 と混 同 し な い 事） で ，
こ の 値 は こ の 節の 議論 に は 効 か な い 。 （2，1　1）

の よ う に と．る と ，
T −

matrix は 後述 の よ うに 我 々 の 近似 が 正 し い energy

変 数 が小 の 所 で ， unitarity を 充 し
， 合 理 的 で あ る 。

　 こ れ 筆 を 困 い る と，

v
・
・’一・・（・

e
・
・踊 醐 鷲 ）

◎∴扇
　 　　 　 　　 　 　　 〜　　　　　　　・　　　　　　

…
　

…
　
…
　　

「・・「…
　　
・
　
…
　
… ・tt…　

．
　
・幽

（2．12 ）

軌 ξ
・

〉 °　
“
（”あ り ・

ε
・

三

  ％・　 ・
、　 、

■
．　

』

（2の と （？
・t2 ）

・
で 賊 られ 犬・

『11
二

臨 ・ ’ゆ 式 を ・ ξ
な

癲 葬漉 馳 し

℃ 逆 常 の よ う に ，解 析 接続 を す そb こ の 蒔 ， 問 脚 ま， ダ
。 σ

・ （ξ
毒）の 解 折 接

続 で あ ろ ⇔ 獅 sida 理 論 で は 、 鬼＞ e で の み ヒ記 の 値 が 与 え られ て い る 。

そ こ で   を 変数 ω に 直 し て ， 汗 意 （ノ）ω に 対 し て ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「nyもノ

潺 暁 ◇（  ∵卸z
… ⊥

π譁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叶 曜 14°

 
… …

ノ

　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　
・・「…『”．・・…

　
幽．・
　（2．13 ）

と 拡 張す る 。

　 （2．15 ）の 意 味を ， 我 々 は 次 の よ うに 考 え る 。 Yosida 理 論で は
，
　 Ferini

面 瞳 干 ・・a ・ の 喚 ユ・ ・ 9 … 臨 傭 防 ・防 細 帚 ・メ
1％ 〉 ≒ 0 （h ＞ kF ）な る state 　 lお〉 を 考 え た 。 し か し 既 に 指 摘 され て

る様 に ， hole 　 trapp の singlet 　 bou 豆 α ，g．　ta．　te　 iB
’

〉 即 ち 〈 B ’

i

・

、。
・・iX　9 ，

〉 ≒ ・ な 獄 態 ve ’
〉 も （・ 〈 k

。）磯 に 粧 す ・ 。

Append 　ix 聾 で ， こ の 1β’

〉 に 対 す る議 論 を 行 っ た 。 近 似が 低 い 殺 階 で は ，

確 か に ，

　　Xl・。
， ，

≡ f・
’

1・
k ，

・≠・・％〉 ・k 〈 ・F ・
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 来 　 x
で 定義 され 羅 が ・ （2句 餌
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　上 の （；，

．F に 対 し て an 。wal 。 Us 　 pa
』
rt の み 考 え て 次 式を 得 た 。

　　　
（CD

”
　ek）撫 ；蜘 窯 δ

鰓
δ
・・

’＋

ヨ
ム （

物 照 物 1， （。，）

　　　（ω
一2；

、）1
・’
（β誘

’

α… ） − ii△
＋

（β蜘 ）σ（kCt・／：
・

・ … ）．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．k　ct
　 　 1

パ （些 迎
が ， 。 。。 、d 。 ．噺 龕研 （。 ）、。 焼 す る纏 ，

、。 、。 」、。 。 は
，

　　ω 一
’』

瑟
　 　 　 　 JS

示 し た 。 　 （5．2） よ り ，
F を 消去 す ろ と， 次 式 を 得 る 。

　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　
’
1

　　　
（叶 ξμ 曜 ；ω ）

’
＝ δ

・バ 鵐 ・ゐ沿幽
ニマ琢

　　　　 X 濠
一
（βα

〃

．；ω ）6 α
〃 α

・

；尭
’
α

・

；の 　…．
．
…「・・．．．・．．・．．．．・．．1・．．．・・．・｛．（5i5）

こ れ を ， δ へ の こユnO η獄 1 淵 6　 i
’
）　ft　L’　t，．の 寄 与 と 考 え．ろ と ， （5雌） は 霜 し く，

（2．lr） ）で 与 え ら れ ；6 ｝：雛i約 の 叙 鼠 f ．− e ！嬉 E罵 7 即 ち ポ テ ソ シ ャ ノレ’ が ，
1、冫o ユ 舶

蝶 い 瞞 窺 ・ り生 ず ・ 続 麹 し
一
・い ・ 謳 ・扇 凧 》

バ
・ ・ で

は ， ．通常 の rkor ！rlごIL　1 グ リー一ン 函数 で あ そ冫 。 こ の 督 を 飛 驥 させ て ， 次 の よ うに

　　　　　　　　　　　　　　　　 ∵卜 ¶ 二at ：：工x 申 1：ノ：、
・
／／ 　

．
．
’
　 fli 三，

　 　　に ， 卵 釦 iη．晦 Pe コ．d 叙 耽 p 。
．
瞬 鵡 錘 ユ y （ω ） を 写 え る

1・姐 ：：．k っ

’
て ，

と り こ 穀 曜 疑 二騨 三
一
・満 ・ 驚 5 ＞ 咢 で ， ・隙 ・・演 肩 ・ip ・

・9　 cぐめ

に 対 し て 一 （の ＝ 紹 ら 7
’
）の 形 の ：鞭 滅 i佐つ 1融 も ？

，・t
＜   で 1風 ・

娠 ） 訓 亀 ） ＋ 漁 ・

．
12
”’
）
．
の 式 が 厳 ？

とす る ・ 昨 ・ 望還 べ 駄

ff（t
，
f
’
）の fWIGtio ：職 〕．　 for ：1ユ （例 え ば二 時 闘 グ リー

ン 函 数 の ｛lecoup 工in9

の 結 果 の 式 ） は ， suhl の 散 乱 緬淪よ り ， 次め
1

よ うに し て 求あ得 る とす る ， そ

こ に 表 わ れ る 5pirl 　 fliP 墳 τ （x ） を 用 い て ，
　 Suh ！ の 理 論 で は ，

　 t（z ）
．
＝

f（τ
， の ，

τ （の ； 8 （τ
， の の

二fi彡で あ る 。 第 二 式 よ．り形 式 的 に ．　Tr
・ 奴 の と

し て 藷
一

式 賦 入 し た 6 ω ＝ f（ん（t ）の 、
の 導 榊 樋 ∫（h （t ），

t ）

を 翌 （ら τ）に と る 。 従 っ て ， T く Tk で は p 最 τ （の を 全 く数学 的補助量 と

考 え て ， 次 の よ うな 弍が 成 立 つ と仮 定 ずる 。

“

n ．

わ
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h

b

F

」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　STd 槽互作用 に つ い 七

　　　　　t （z ） t．＝　 p
・
（の 。 ， ズ

゜

」・ω ・
2
＋ ・・（s＋ 1 ）1・ （x ） 

，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ　 ー　 x
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

− D

、5．、，
・ （の ÷ ・脾

）＋

鼻
’

磨
）
− 2 陶 呻

ぬ

障 i彊 ll∵互傾 蒜華
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　

　
へ ，　 ，

但 し ・

．
上 式 は 腸 塒 の み 意

噸
す る 遇 （

．

T）臥

　　　　　　　　　　　　 o 　 　 ξ ♂ξ　 　 　 　 　 　 t

　　　　
1 ＝

晩 硫 爾 ▽ 鴎 寧ξ … ’鹽 （s・5 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
‘1

で 麟 る と す 鵜 β ＝

7 似
一
ト
ー

・ dt ・隙 狐 襁 細 1・・ と る ）

（3・4） （・・5 ） が一 鰻 1嫡 ザ
鱒

・ ・ ．・　 1・ 鱈 ・ 方 磯 哦 鞭 瓶

以 下 ， （5．4 ）の 解 を 求 め る 事 を 考 屍そ、 ． （唄 ．誌 な 麹 二 琵 叢 く）

　　　　　　　　　　　　窪 ， 2 ‘δ，，（
．
毳）

　　　　
tv （の ＝

…

広褊 〔e
“”
　 ．
’ ．

一　
’1〕

．

．
．．…．．．．一．・

．
．・・… ．…一 ．．．．．．．

1 （E．6 ）

で 駿 ら鱗 駈 ．］．：has．e 曲 ・趨   ω 鰭 鷲 ． （・・ 5） 商 ， 次 式

．
を．1・v一る o

　　　　・
v
（・ ） 一 ÷解

罎 亘
一

　 ．　　1
　　　　　　　　　　　　　　ろ．（の

，

　　　　　　F−t・一（x ） − 1 ＋ ρ ／
’
一鰻 ζ蜂二L 「

．

　　　　　　　
一
　　　　　　　　　　

・一
刀 　xt −

（x ±： iδ）

　　　　t ・の 一 場 、。
〔・

2 諮 （の一 1 〕 ． ．一 「一 ．

で 定 義 され る comp ユeX 　 Dhase 　 shift δ（z ）を 用 い る 。

　δ（x ） ＝ δ1
（x ） ＋ i δ

”

（x ） とす る 。 　　　　　
，，　一／ ．

tt

　
∫

諭 詣舶 錦 8 計
．
onig 閧 係 よ り ， 次 式 を 得 る 。 ：

．・』．・』・．　（57 ）

・・…．「「F・・．．．．…
　（5．8 ）
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大 阪 之 雄 　 　
．

　　　　姻 一 一
＃ノ

・曾
ノ

（

；1磨
旡

’

 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 尸．

　　　　1／
，

’

（。 ）
・ ＝

　
・ X ・ （÷ 1

昌1讐 ・… ω と 置 ・と ，

　　　　u
＋
… 一・

H
（刺 漁 … 穿・・ p ｛2δ煽 ∫瓢 影）

｝
，

・・…

を 得 る 。 （5．7 ） よ り， oo 冫ユ tour 穡 分 で 次式 を 得 る 。

　　　　　1需 隊 ・ （⊥。 1
μ δ

〃
（xt

  1

r・v 　　
’／
　　 x

！ 一一x
） ・・一 岡

（5−9 ）
．
の 耀 式 ℃ ρ 鵡 ｛1

・ A 曲 卑 U もy
・
を 考 えな し．・ と． ．鞭 酬 綵 と し て 　 　 ・

次 式 を 得 る 。

　　　　嘱 酬 ∵ 筏離
上
〕 　 〕　

“

髪，の 藤 壷 鑑 空 1
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
  （土∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 多
！

（x ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・δ（。 ）　 　 　
．

（5・11 ）

　　　　 5 （z ） エ 1 −i−．2π i ρ t （β ） ・＝
’

te

　　　　　　　　　　G ρ δ”

（め 幽
ノ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　 　
ゆ

　　　　
姻 ＝

藷 ∠
。 7τ 、、，1．．＋

δ
・丿
（窃

　　　　　　
δ岬 賑 f1

1 ． ，鐸 （怎
t

）

曽

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

　　　　　　　　　　 s （の ・　 』　
．
　

’

　　　　 τ （の 1

　　　　　　　　　　実（x ）

Suh ユ の や 肪 胴 じで あ るカ1・
Sta ’

t ’・ P ・ 蝋 興 で な 陣 鰭 え て ・

要点 を 書い た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一質 9 』

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s − d 棺互作用に っ い て

　§2 で 述 べ た よ うに ，
x → 0 で グ（x ） → ・。　 tv （x ）

．一今 有 隈 の 故

i瑠 帥 即 ち
贈

洳 一 ・・ で
期

咽 一 ・ で あ ・ ・ 従 ・ て

x 　trG の 模 様 は
， （2．15 ）の 結果 と 同 様 で あ る 。　 i唄 が 大 ぎ くな る と差 が 生

ず るが ， し か し こ の 差 は
， §2 の 驫 後で 述 べ た よ う に ， 意味が 無 い

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

　 （5．11 ）の 導 出に は ， τ（z ） が do 頂 p 憩 x 　 pole を 有 しな い 事 必 要で あ る 。

こ の comPlex 　 po ユe が 生 じな し・ た め の 必 要 条 件は 次 式で 与 え

1
られ る 。

　　　　　　　．．
Ddxtv （x ）．2 　　 βズ

　　　1／1ρ 1 ・仁 7   弱
lt ・ nh

τ
≦ 1

　
v ・・… ．・tt− … （512 ）

　こ の 条 件 は ， n 。 斑 alizati 。 ・1 よ り生 ず る数 fa 。 tor δ に 対 し て 下 限 を

必 要 とす る 。

脚

，

　§4．　 q　v．alitative 　oalCi ユ la ・
仁ion

　 具体 1、勺に （ろ．4 ） （LI．　5 ）を｛1文定 し て
，

・一鍛の 温 産 に つ い て 解 く事 は 止め て ，

　電 性 的 模 様を 論ず る た め ， 　t（z ）に 対 し て
一

応含 理 約 な 形 を 仮定 し て ， 劾 理
・

．
量嘱 論 ・て み ・ …

一 で 耀評ト隈 も励 禦
一 盍 1＋ の

　 　 　 　 　 　 　 　 n

　の 爭 を 用 い て
， 0

“
K で 碓 b τ ω 1ま以下 ¢ ・形 を と る とす る 。

　　　　　　　　　　　一漏（婦 ） レ k 隔 ｝
．
一

　　　　　爾
一

・
・ 鱒 』 〔

e 　　 田 ＞ i
’
E・

、 i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　0 　
・
　　 ixl＜ 1β．．　1

　　　　　　
τ 働 ＝＝

一
〔

・
n
、（。 ）　 国 ＞ i輸 　 　

． 』
（4・G）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　　　　　蟋
｝

一
噛

　 ll鷺 1
−L式 で ，

tn （X
．
），

τ
n
（X ） と は グ（X ） を考 えな い 時 の 解で ， 臥 温 度に 対す る

作為 的 接続 を し な
’
い 笹 とす ろ

’
。 例 え ば ○

° K で 　　　　　　　　
’

．：
．

　　　　　　　　　（一‘π ρρ 5 ／
2
　　 1

　　　　
tn （x ） ＝ ＝

1 ・κ
（1＋ I」1・，

　e．蟻 ）　 ．

の よ う な もの と撒 弼 （・4・秘 ｝ま
1 純 碇   蟋 噺 ・

．
。 … 1．・ 岬 憎
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あ る ・ （4の の 鵜 式 が 戴 て ば ・ ○
°

K で （512 ）を 充 し．・ 。 ・ p … p 。 …

は τ （9 ） に 生 じ な い o 先 づ ， 事 情 が cons お tent に な っ て い る か を 調 べ る

た め に ， gr σ und ε t・ft・te　 ene
’fgy．を 求め て み る。

．

ground 　 state に 対す る

仮定 な．レに ・

　　　〈 ・
’

〉 一

∵ ｝訟 〔・ t （・ ・〕・
⊥’151

寿
＋ 1）

L；・ d ・

’
一 ・

’
・…

　　　　　　　
．’

7）　
2N ．

が 成 立 つ 事 を 前に 示 し た 。 　　　　　．　　　　　
．t　 ．一

’
．
、

　 　 　 〜 　 　 　 　 4 ．tV
　 　　 　 　　 　　 　 　　O （X ）　　 　と ．お くと　 　　 x （x ）i

　　　　　　　　：

げ i

　　　〈 ・
・

〉 −

rl ，∠ll・・剛 2
廊 一繋 ・5

’
（棚 1

　　　　　　　　　　
一
函

一

　　　　　
・ 〔

　 　 　 　 　 　 1
−一

　　 　 　 　 　 　 　 　 　
．
　

1
，．− 　1

1殉 12＋ 点
25

ぐb
’
1　 1）mp2

〕

と な る ・ （・・1 ）の t
　el ‘誰 ）

、
　 −

T
’
．と5 搾 よ 嘘 飾 ぐ ：’〉．

えo竇髄

〈 t’” 　＞ ab 　t −
）
k
　es・，S

　 　 −

’

　
．

．
1
．　 ．

．．：

L

．ご ．

　　　へ 广 蓴料 圓 … … 引，桑〉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

鋼
．訊

国 証：酬 とす る と ．

　　　ぐ   ・謡i蘚 く ％
一 浮

〆

評嘱

　　　÷ 蕩 1鞠 胤 ， ・ は J・　 e 　 gl　1
’
1 と し た ・ ・ U．，．・・a・9

　　　　　　　　　　　　　P 歌 rame 七er ）

こ の 褓 は ・ c ° ns ’stent で
：

あ る ・

　
，．＿tt

 

、

　以 下 ， （4．1 ）を嗣い て ， 次 の よ う な s 馳 culation を 行 う 。 皿 ost 　dtve −

・ ・・ … で 顯 計恥 行う ・吻 ・蠍 1 ヂ ρ 11 ・腐 駆 ・量が 表わ紘

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一
’
421 一

n

．噌
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b

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S ＿ d 相互作用 に らい て

1簿鑞 ∵
’e

　f
’
，

　．fil
，

k の 扱囓 K で 1 剛

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　β

　　　　　　　　　　T 　 　田 ρ
，

D 　 　 プ

　　　
1＋ ρ11 ” 吻

→ 1 −
，

・・L7D　
dx

　
t・ 血

x

　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　　 　　　β

　　＿ 一 一一一‘7

．

…
’1ρ

1
ノ  1 

（x ）
∴竺 ご．

　　（我 々 の 扱 い）
・ 2 − ・

．
ff（x ）

’
　 x

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　P 　’dx 　　　　　　　 【8が

π 轟 ）

ト 加 1

毎，
・

＝ 剛 ！卿 ・

高 温 ・低融
つ な ・岬 ・ して ，禰 言＋算 に 姉 れ ・ ゐ弓 は 搬 の 離

　 　 　 　 　 ゆ

一
韭 i

響 な ・轂 鹹 ら ・ べ き ・す ・ ． 　
9

　爾 えば ，摂 動 計算 の 抵抗 R （RD ：は Eorn 近似 の 値 ） は ， 次 式 で 与 え ら れ

る 。

　　　鰍 一 晒 一 劣鰭 ・・“… ）
・

ゴ
’暄

こ 榊 堰 し くは ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　嘱 一 〔
　　　　　　　　　

’
　T＋ m

”
is（T

（1＋曜 1鯉 　 D

）1
）

2

・ 畜・・
、陶

・

ゴ （…

とな る とす
．
る 。

・ の J＄，　1・i　
，

。1ボ 論 ・励 π

2
） ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tN

　　　・ 晒 1ン1　… 　z＋II／1］EBの 1
＞

2

＋ 畜（ρ1iAnr ）
・

で
．

　
／’t

に 相 … 一 ・
・ K で

，i。）弓 即 ち ・・ 仙 一 一

か ・・ … 2 の

・鐓 す 為詞 礁 滞 輛 ・ 耐 ・摂 蝌 勣 式 （隊 蔽 脚 面 結梟・ ・
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z／Xo
＝ 1

を ，　（こ こ に  
」＝

　　　　　　　　　 ρ
11 力

　 　 　 　 　 　 　 T
（1＋ρ訓 、e・

％ ）＋ ρ 1 田 ．e・9　 2

92 侮
2s

（s＋ 1）

　　　　　　　　 9 ； 9f ・ ・ t 。 r ， μ8　
B 。 h ・ Magn ・ ち 謡

　 　 丁 　 　 　 ，

　　　　　 ρ 1 げ 1

　　　
X／X

・

＝ 1 一

　 　 軌 、T ）1．
’
1
・

　 　
（4・4 ）

　　　　　　　　　（1＋ρ，

’1ノ」e。 9一　　万
一　）＋ ・

・
1／1

と訂 正 す べ ぎ と考 え る 。
Next 　 divergence の ρ 11 ／1 の 係 数

’
bま

，
ア ＝ 0 で

x／x
・

＝ ； 1の よ う1二 と ・ た
課

勲
塑

うが ・ （4・‘）で T → ° とす る と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 　 2

　　　　　　 1　 9 砺 　　　 　　　　　　　　 　　 9）

　　　
κ ＝

可
丁

と轡
゜ 8 ’d

郷 ρ
［sb ” の 褓 鳳

す
’
る 。

　 （4、ろ）　（4，4）は ，内 挿 と

し て の 提 案 で あ る 。 こ れ は

1や 三湧 眠 tix 唖 で 縫い 近 似

で 出 し て い る 。 （4．3 ）（4，4）

に 某 つ い た 数 疸 計算 の 結果

を ， ぞ職 g3 に示 して い る ．、

α ／Xy ）な る 譴 号の Zy は ，

Yosida 理 論 の 〔，
°

K で の

値 で あ る 。

§　5．　　Discussion

　 こ の 小 論で ， 曲 り：な りに

も正当化 力1な され て い る 議．

論 は ， §2 の もの だ げで あ

る 。 　§ 5 ， 　§4 は ， 綱渡 り

的 speculatiQn に 充ちて

O．2

nu・
’
1　　 ／

／

　 　 ／
二

　 　 ／

o

　 ．！！
〆

｝…
、 ・．・丶『，

．／ 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
／

＿．P閉．t＿ 一＿ 一＿＿〜．＿＿一．1＿一一＿＿ ＿＿＿一＿一．＿膊⊥ ．＿r．一一

（
lt；xit ・

。
．）　1・c

o

1

1．0

濯

（T
，

’

O，5

0

　 ＿＿＿

ぐ

］ig 　 3

（
T
／T

κ ）　
1・o
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F

P

購

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　s − d 相互作用 に っ い て

い る 。 要 す る に ，
Nakaj 　ima の 異常 グ リー

ン 函 数の 方 法 に ，
直ormal 　 par ・t・

を 含 め る と い う問 題 を ，、specula 　ti 　on に なぞ っ て み た 形 に な っ て い る 。

　 § 2 の 計算 が 正 し け れ ば ，二 時聞 グ リー
ン 函 数 （ま た は Suh1 の 理 諭 ） の

結果 は ， Yosida 理 論 に つ な が ら ない と 思 わ れ る 。 二 時閲 グ リー
ン 函 数 の 扱

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　7）
い で も，或 碑 の ・

鱒 i・ d … n 七 ・ ot ・ ntl ・ 1 が 生 じ て Y’ る 事 を 前に 指

嫡 し た 。 しか し ， §2 に 述 ぺ た よ うに ， その 場 合 の p 。 tential 〆 （の は

・ → 。 で 〆 （・ ）

’
・・÷惚 の 棚 ・ ・ 調

で 獣 ぺ
’

エ で 謂 納

麟 が 異 っ て い る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 国
2

　通 常， 二 時 頻 ト ン 蝋 の ・の 1・ 対 す る
゜ K の 結果 が ， 冷 0 で

unitarity を 充す （uni ・ta ｝iもy　 liMit ） 事カミ
， 状 態 が 6 ゴngle も に な っ

て い る事 とi司等 と考 え て い る e しか し ， こ の 議 論 は ， 　 「si ］， gle 　t．な らば ，

u ］i　i　t．a ・ yli ・ it で あ る 」 と
］

Y
’う正 し 殖 繕 の 逆 も 正 し Y’ と散 て y’ る の で ・

黒 し て良 い か 判ら な い 。

　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　来 　　
・
　

』
　　　 米　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 泉

　　　 （A ・ 堪 di 対 ）〈 伽 副 町〉
−
tt−lt： 〈 β鴨 。 吟 陽 〉 の 乳

　 こ の AP ・ ・ 鱒 i ・ の 禽 級 び APP … dix 　ilの ≒鯑 に ’腰 奴
κ。 ；r

≡

　　　 楽 　 畝c
−　　　　　　　　　

’
　　　　　 ・　　　　　　　 寸o）

〈 璃 α ・
k σ

α

γ
1％ 〉 （k ＞ 聾 ） に 薄 す る 方 程 式 （￥b組 da 及び Oklji

の もの と同
一

癒 導 い て ・
一
く ． 肝 ・

、皆臆 1・繊 （・・：〉 ・ρ を ，

・

、σ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＞ 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　

1

　　　 　　　 八

の そ れ は （k 〈 綜 ） を 表 し ， 和 が ある 時 は ， こ の 条件の 下 に 行 う べ き とす る 。

　　　・ 一 く ・1（Eガ の 麟・詳1・
、

〉

　　　　一 〈 Bl （％
一ξ凸 騨 ゆ

。
〉 《 ・・曜 ・斎 あ・％＞

r

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 V1

よ り ，次 式 を 得 る 。

　　　（EB　一ξk ）
廟 二

・一氤 譜 1菊 ％廊

　　　　
・ ・嵐 ，ん β

（    ’ ・
忽・ 膨

，

鰍 β
，

−

　　　r
、。

， 嵐 脚
三 く ・1・歳 ，番・

鯉
・朔 〉 　 （・li，）

，

1

一124 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servio ≧



Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Bussei 　 Kenkyu

　 　 　 　 　 評」f．　　．

・大 阪 之 雄．．
．：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 来 　 　来

　　　 ＜ B1 （
．E
ガ

’f） ・

k 。
Q　　　　　　　　　　　　 厚 α’

α
k ・　a 〃

α
β
「．

陣 0＞ ＝ 0 よ り・1

次式 を 得 る 。

「．

　　　　　　　　　　　　　　　　
．．7 ．

　　　  1
，
5，

・

，
，

・・
’

s
・

，
・r （君

ガ ξ
・ヂ

ξ
・

，

＋ ξ
・ど

　　　　（一

鵜 ｛・
一
）（  ヂ篤

，
・

1
）
穩，

・
，

・β
・ ・畝 ・

，

・rtl1・
i ・β｝

　　　・ （協 ・di，〔・    為 ・
，1… ， タ・… β

＋
』

　　　
・ （％ヂ   ） F

奪1
・
1

，鱒 ，
・
，

・ザ （ 
’
鳶

，
・ ）
％1

・
1

，与，
・

，，岬

　　　　・ （
J2Af

）
櫨 W β

（％ヂ   ・∂ 〈 鎖 麟1

・蠧・

錘
・海 ・ … 引％〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
．
・N・．1・2 ）

こ れ 等 は ， Yosida 及び 0紅 」コ の も の と同
一

で あ る 。

　　　〈 ノ料 ・ 蠡鷹 〉 一
く 23・1 ・誘 α

r

来
陣

。
〉

　　　　　琴 躯 溢 響〆 とす ・ と

　　　　ド寺〉   噛 穩 め   迷1監 〉 ｝ 　 … 1 ・・

　 　 　 　 　 　 　 　 o ）

　　　　　郛 認1 鴨 ノ （f
）

； 慣 用 の projec 恒 on 　 OP 、erator ）

で あ る ・
C 嬾 格 鰍 で あ る ・

C は 融 鮮
  1す れ ば

．醐 鰍 ・ こ こ で ｝ま

本 質 的 役 割 を 果 さ ず ， 以 下 C ＝ ．1 と 蕃 く 。

　　　〈 ・ 1・1’x
．

1
．

Ψノメ ー ・凱 脇 ・
，
・Ψ 、β（  ，

・ ・
Ct’

・
〃 ） ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ctta ”

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　　
x

蓆蒜 一
駐

所 で （A 」 ’2 ） よ り

　　　　rh ・
， 駅 岬 讒讐1縫鍔

）
・ 書 け ・ の で ・

次 式．を 得 る ・ 　
・

』

．
．

．、．　 、 1． ・、．
、．．

，
、 ＿ 、 ：・

P

舮

．ゆ

『
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 s
− d 相互 作用IFっ い て

　　　　　　　〈 Bi ，

’
ak

一誉1Ψ
，

〉 （ξダ
τB ）　　　　　　　　　、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　 　
’
　 　 　 1　 　 　 　 　 　 　 1　 　 　 　 　 →

　　　　　　　
＝ ＝ （

軌 廊
（
… 　

一・
ザ

・
。

一
・
ゼ

・
k〃 ・ ・i −

　EB　）
）‘5

・・   〃 ）

　　　　　　　　 ：× F （ξ
σ

・ e｛・　d ノ

尊
”

α
”

；β）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lnv

　　　　　
こ の 右 辺 は ・ F が・％ → EB で 醐 な ら・X

’
・

・ ξ
ゼ 甲广

ξ
ダ （  萄

　　　　 ； 0 とす る と 消 え る 。 同 様に ，

　　　　　　　
＜ β 1飃険

2
・犠 ）

1

・ 　
二 ・

蕪 輩
帖 噛

・磁 ）（磁 顎

　　　　　　　　
一

・
、

，

≒
ザ 潜÷ ・淘

ε （k ・

，

彦
1喉 2％ κ

1
蝋 ”

α
”

；β

　　
ξ
ん

广 ξr ％

）

，

’

　　　　一 く ・ 嵯 構 冤
・ 訪 鯉 貌 〉

　 　 　 　 　 鷺

　　　　　　　
≡

鯛 聯 … 画 ・擁 瞳 紙 ξ
碚

・ゼ ・
、

〃 戸
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　 こ の 右辺 も ξ
ズ ％ → 0 で 消 え る 。

　　　　
『

異体 的に ，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鬼＋・
’− EB

， 　 　 　 　 “k，　 1

’
・
ぺ

・ ．
．・．　

・
，

・ 幽 ・
’

）e・9（ ・6 ・ ）

． 　
く β 隔 険 （

∵∵瓱
曜 叱

（1琳 凝孕転
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　 で ・ こ れ は （ξ
・
k
‘
　EB）・7− 0 で 消 え る ’h・・

s
　
，

．’
（ξ

ゼ
E

。 ）の 加 W 前 ・ e ・ i・ S 展開

　　　　は 不可 能の 故 ・ ・ … r と ・ て ・
，
　 ／A （ξk．％ ）7 （・ 〈 ・ ぐ ） か

　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

　　　　 ρ戸力 （ξバ 鰯 ） 409 （ξバ
EB ） で あう う．。

　　　　　 （APP ， ・ di 。　ff）
’

　　　　　
h ・ ’・ t… P ・ d ・… r．

を ・8
’

≧ ・す … の ・ …

鱒
・

・盲 ・ ・

　　　　9k。 、，
≡ 〈 B ・

｝・

k 。 硝 ％〉 ・・耐 ・靖 導 く 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
− 12 φ

一
　　　　．　t 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 −
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大 阪 之 雄

1 』

　 （A ．1、1） （A ．1．2） に 対 応 す る 結果 を 書け ば ， 次 の 様 に な る 。 以 下 6 は

（・
x

，

・

y ，
、

・

。
）搬 わ ・ て い 紛 ・ 対 ・ て τ  （・

べ  
・

．
） 艦 わ す

と す る n

　　　（・・
… 職 ・

，
r・

・r− ・編 沸 ，

・  ∴・
脚

　　　　・ ・縮 “噺 伽 丞炙・鯉 ，
獅

， 　 … 2・1・ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 ntノ
α

”

　 こ こ に 　 　 　 　 β

　　器 畔 婦
〃 C、，，

、，

』
三 燗 ・・

碑 。
’

・瀞 ・訊 〉 ・・ ．・ 1）
’

　　　・E
・
＋・
啓 ，

一・k
，

・丞良・
， 良1礁 ・

，
・・

　　　
t＝ ！ （鵡 ｛ぐ茸β罅 み ・ 〆

（転ヂ礒　　　 厂
）丞い ・1・　1

　　　　・ ・一編 メ（→ ・  鱗 ）忍帆 柵 ・

　　　　・ ・→ ・  励 丞良脚 彰，％・β
・ ・らヂ

芳燕・ ・

　　　　・

丞 炙一 躍 ・β｝・ ・
一孟、

・
、。都   函 ・ ・

　　　　・ 〈 ’：均 ・

炉 1 蟹，
・

， ％誉・
，

・撫 ・ … 臨 〉 ・… 2…

　 （A ．1．2） と （A．．2．2）の 右 辺 の 最 後の 項 を 除 く と ， 二 つ の 振 巾 の 閥 に 次 の

よ う な闥 係あ る 事が 判 ろ 。

い 誰 の 聴 ・ よ ・磁 ・ た 離 丞・
，

・

1k ，
・

、
，

k
、

・
， 晦 ε2

蕉・
の 腿 ・ よ り儼 し 躪 蜘 ・

1
・
1  ・

，
k

，
・

，
の 睡 ほr

．

　　丞 壓 ，
k

，
・r　

・

　
rAtk2

，ks ・ナ ・5ノ為 量・ 　 　 （・・2・3 ・
、

　　　　　
σ

1
σ

2
σ

s 　 　
σ
t

σ
2

σ
s

の 関係 存す る 。

… ÷嚇 弱 の 賺 ÷に 騰 函鱒 ・ （1）・ 摎（か

9

6
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F

「．

A

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s − a 相互作用 に っ い て

　　 　　　 　　　　 　　　3 　 　 　 　 　 　 1 「一β　 　 　 　 　
’

→

　　 　　　 　　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　）
・
が 存す る 。 （一）S ・

頃 P ’・ t が ・ 固 髄 （− 7 ）に尽
s ’n ・’etffpm （

・

あ 〒
は
11轢 ÷… 1） （豊・凌・》 … p … が あ ・ ・

一 …有・・

・÷ ・コ ・ ・ 卿 ・ 毛彦・か ・

輌 ・ …   ・… の 一 ・…
−

sity 同 じ とす る と ， 最低 近 似 で は ， 次の よ うに な る 。　 E
β

＝ E
〆 で あ る 。

　　　・・ 一 ・ （・〈 ・） 1鰍 認、
，
ξ
、≒・・

姻   β
・1… 〉

，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 謹

　　　（tr ’p ’e

？
（ノ

ー

〉 °） 吟 鑑ヨ、詳、
＋・葺

（｛Zk
…　Ct

− Ctk
・β

） 「9
・
〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　： ．、　　
α

麿 β
汐 o

＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
α

硯 ¢ 汐 D ＞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

・ れ で 瑠 で ・i・　・〈 ・ で   ・ξ押 丁，論，

δ

。 ar
で燦 ＞ n

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
暁 ・ （ξ

・
獄

幕可
δ

・ ・
ノ 囎 交し て

一 融 ξ
・ 闘 し て

爾 苅
；二

　 　 　 　 　 　 　 　 　 → 一’　 　 　 　 → 一
ナ米

比 例 す る 。 上 の ダ 　（，．fS・σ ） と ／／一）（5 ・σ ） の 黙扉系 と （．A．2．3 ） に．．辷 り ， 次 の

近 似 で も ヒ・ll契）よ うな （2、13 ）の よ うな薦 係 成 甑す ろ 。 多分 ， 全 て の 次 数 に

つ い て 成 立 つ と ，醫：！わ れ る が ， 吟 味 し て な い 。

　 （へPP 菰 di 嫻 ）
・

　 找 々 の 仮定 し た t （X ） の 値 を ， そ の ま ま 二 時 聞 グ lj一 ン 函 数 の 式 に 裘 わ れ 　　’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M ）
る t （z ） に 用い て ， 吻理 量が 求 憲 る とす る 。

・YosldaLqkiji の 論 文 の

（A ．8・） 歌
触 蓼 式 を 用 い ろ ・

．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 3　 　 　 　 1

　　　　　　3
一
τ

←4 （nk
−
　i） （nk − f（ξk ））

1

　　　
mh ・

一
万

＝

（1・…
1屮 鰯 、（・ ）πψ ・ ． 　

（A ・S’　D

　　　m
ド 芸÷ ・一｛・

．

1早、。 ρ1 ，玩 ・
、，。 京 。 ，、r，）

・・・…

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，

と す る 。 高 温 で は

　　　・・ 醐 ∫・
，

・
・（・ ）ノ… d・o

’

÷ ρ 1 ・瑠 ・携
，

（・…
＝ ・・ （・ … ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 − 128 一

N 工工
一Eleotronio 　Library

．



Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

B
尸
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と な ’°　° ／　1，’　， ．． い

酒
．．

1 1

二

　
！

ゴ

．
・．一 ：

一

　　　
ξ
・

鯉 で ・・ G・（ω ）÷
・薩 ξ

、

（1 − ‘π 加 ））

の 故 ・ ・ （4の ・の 仮 定 を 用 し’ ・「　 　
・
　 ． ，　 　 ・　

’
 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 　 1　 　 コ

　　　解 ・ ＠ ン
．
一 （Rti　 C・k（ω ））

r・一… ・ ・
÷ R

ゼ 2蓐（ω 一・
、ゴ2

』
（’− a．）

・す ・ ・ （嚇 ．≦ 偽 噸 ・ て1．・ 　
二 　

ttt
　 1

　　　　　　　　　　1鞠
　　　

广
2・ ρ

，
げ L ／∵ 艇 ， ．Gk（ω ） 一

「
（  儀 （ω ））

m

‘
。b。 、〕／（o ）

・d・

　　　　　　　　　
− IEBl

　　　鰍
．（
　 ρ1 げ ！

「 ．

？
・

一
）

…
。

…
細 、陣

〜

一
干 o （ρ

11
／1） 　 　 、、．禍 ） 　 ・

　　　　　　　　
L

　　 　 I妬 1　　 　　 　
畢

　　　　　　　　　　　　　．ρ1Vl

’

　
膕

：　　　　　
．

「 ・
　　　 ・

（
午

3・ろ）
「
婦 ゜

勉
「

妙
｝h2

の 鰄 計 碗 い 脚 で ”猪 灘 が 軸

鵡
』

確 智 鍾 碧
＋ 2剛 峨 廻 ・厂

鵬

t「

　
1＋ ρ

淫
1／1　

60薯・
冖

D
−

　　　　　・　．，　　．　、　、．　、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ

　　　褊 峡 L
，

α 瞬 ・度 ・ 　 （・ ・…

と 考 や ・ （・
D ・．

s・41 ・を認 め ≠縦 （4・の 脚
゜ 9： で 1生ず   ，　 ・

．

　　　爺・ 囲 ・詰 ILだ・ 濃i江 　 ゴ 　
e

聯 一 の 式
事 幾 1，

ρ ・1・1・鍾 の

騨
て ・
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